
平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
七
日
提
出

質

問

第

二

〇

八

号

菅
内
閣
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

木

村

太

郎
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菅
内
閣
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

本
年
五
月
十
一
日
提
出
、
菅
内
閣
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
質
問
第
一
七
三
号
）
で
、
菅
総
理

が
浜
岡
原
発
全
面
停
止
を
要
請
し
た
こ
と
を
受
け
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
要
を
担
っ
て
い
る
我
が
青
森
県
に
お
い
て
の

不
安
を
払
拭
す
る
観
点
か
ら
、
国
の
対
応
に
つ
い
て
質
し
た
が
、
同
年
五
月
二
十
四
日
受
領
、
答
弁
第
一
七
三
号
（
内
閣
衆
質

一
七
七
第
一
七
三
号
）
に
お
い
て
、
一
部
の
誠
意
は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
菅
総
理
の
発
言
等
に
矛
盾
が
見
受
け
ら

れ
、
特
に
、
資
源
小
国
と
し
て
我
が
国
は
非
核
兵
器
国
の
中
で
例
外
的
に
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
保
有
し
て
い
る
観
点
か
ら
、
更

な
る
確
認
が
必
要
と
判
断
し
た
。

五
月
十
六
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
け
る
私
の
質
問
に
対
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
白
紙
、
見
直
し
方
針
を
表

明
し
て
い
る
菅
総
理
が
、
六
ヶ
所
村
で
進
め
ら
れ
て
い
る
日
本
原
燃
・
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ
い
て
、
原
子
力
政
策
上
極

め
て
重
要
と
の
認
識
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
翌
十
七
日
、
日
本
共
産
党
の
志
位
委
員
長
が
総
理
官
邸
に
お

い
て
、
菅
総
理
と
会
談
し
た
際
、
「
青
森
県
六
ヶ
所
村
の
最
終
施
設
に
持
っ
て
い
く
サ
イ
ク
ル
が
機
能
し
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
含
め
白
紙
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
見
直
し
た
い
」
と
述
べ
、
僅
か
一
晩
過
ぎ
た
時
点
で
、
予
算
委
員
会

で
の
答
弁
と
全
く
矛
盾
す
る
内
容
を
聞
く
こ
と
と
な
り
、
不
安
を
益
々
煽
る
結
果
と
な
っ
た
。

一



従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
再
度
質
問
す
る
。

一

五
月
十
七
日
、
日
本
共
産
党
の
志
位
委
員
長
が
総
理
官
邸
に
お
い
て
、
菅
総
理
と
会
談
し
た
際
、
総
理
は
「
青
森
県
六
ヶ

所
村
の
最
終
施
設
に
持
っ
て
い
く
サ
イ
ク
ル
が
機
能
し
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
含
め
白
紙
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
を
見
直
し
た
い
」
と
述
べ
た
と
聞
く
。
前
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
け
る
私
に
対
す
る
答
弁
と
矛
盾
す
る
と
考

え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

一
に
関
連
し
、
青
森
県
六
ヶ
所
村
の
最
終
施
設
に
持
っ
て
い
く
サ
イ
ク
ル
が
機
能
し
な
い
と
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の

か
具
体
的
か
つ
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。

三

一
〜
二
に
関
連
し
、
僅
か
一
晩
過
ぎ
た
時
点
で
、
予
算
委
員
会
で
の
答
弁
と
全
く
矛
盾
す
る
内
容
を
聞
く
こ
と
と
な
り
、

不
安
を
益
々
煽
る
結
果
と
な
っ
た
。
資
源
小
国
で
あ
る
我
が
国
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ
い
て
、
明
確
な
方
向
性
を
早
急
に
閣
議
決
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

五
月
二
十
四
日
受
領
、
答
弁
第
一
七
三
号
（
内
閣
衆
質
一
七
七
第
一
七
三
号
）
に
お
い
て
、
東
北
電
力
東
通
原
発
一
号
機

に
関
し
、
「
東
京
電
力
・
福
島
第
一
原
発
事
故
の
原
因
と
な
っ
た
十
五
メ
ー
ト
ル
程
度
の
津
波
に
よ
り
、
炉
心
及
び
使
用
済

み
燃
料
の
損
傷
を
防
止
し
、
多
量
の
放
射
性
物
質
の
放
出
と
い
っ
た
事
態
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
て
い

二



る
」
旨
あ
る
が
、
東
京
電
力
・
福
島
第
一
原
発
事
故
は
、
地
震
に
は
そ
の
耐
久
性
は
証
明
さ
れ
、
非
常
用
電
源
が
大
津
波
に

よ
っ
て
全
電
源
喪
失
に
至
っ
た
も
の
と
解
釈
し
て
よ
い
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

一
部
の
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
建
設
中
の
原
発
が
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
工
事
が
休
止
さ
れ
、
当
初
計
画
の
運
転
開
始
時

期
が
遅
れ
、
財
政
運
営
に
支
障
が
出
て
い
る
が
、
国
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


